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議
会
に
３
つ
の
陳
情

市
に
は
要
望
書
提
出

新版『医院経営と雇用管理』を使いポ
イントを話す桂氏＝11月23日、保険
医会館　　　　　　　　　　　　　

　

冨
本
氏
は
、「
医
業
の
公

益
性
を
無
視
し
、
医
療
改
悪

を
加
速
さ
せ
る
」
と
厳
し
く

批
判
。「
地
域
医
療
を
支
え

る
た
め
に
は
、
医
業
の
公
益

性
を
税
制
上
で
も
貫
徹
す
る

こ
と
が
必
要
」と
強
調
し
た
。

　

小
澤
氏
は
民
主
党
政
権
下

の
医
療
費
抑
制
策
を
中
心
に

解
説
。
レ
セ
プ
ト
電
子
請
求

の
問
題
点
と
し
て
①
医
療
費

抑
制
と
市
場
化
②
レ
セ
プ
ト

デ
ー
タ
の
民
間
企
業
に
よ
る

目
的
外
使
用―

―

を
挙
げ

た
。
レ
セ
電
は
「
医
療
や
税

な
ど
あ
ら
ゆ
る
個
人
情
報
を

国
が
掌
握
す
る
総
背
番
号
制

へ
の
布
石
だ
。
決
し
て
容
認

で
き
な
い
」
と
訴
え
た
。

　

新
規
個
別
指
導
で
は
、
自

主
返
還
や
要
再
指
導
の
判
定

が
相
次
い
で
い
る
。
背
景
に

は
民
主
党
政
権
の
「
レ
セ
プ

条
件
明
文
化
で
意
欲
向
上

雇用講習会

桂
氏 「
労
働
契
約
は
活
性
化
の
一
助
」

　

冨
本
氏
は
２
０
１
０
年

「
税
制
改
正
大
綱
」
で
、
社

会
保
険
診
療
報
酬
に
か
か
わ

る
「
租
税
特
別
措
置
法
26
条

と
67
条
、
事
業
税
非
課
税
措

置
の
廃
止
が
焦
点
と
な
っ
て

い
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

北
河
内
地
区
と
三
島
地
区

は
「
強
化
さ
れ
る
医
療
機
関

へ
の
締
め
付
け
〜
民
主
党
政

権
に
よ
る
医
療
費
抑
制
政

策
」
を
11
月
27
日
開
い
た
。

講
師
は
冨
本
昌
之
経
税
部

長
、
小
澤
力
政
策
部
長
。

介
し
た
。

　

「
契
約
を
基
本
と
し
た
雇

用
関
係
は
職
場
で
守
る
べ
き

ル
ー
ル
や
労
働
条
件
が
明
確

に
な
っ
て
安
心
し
て
働
く
こ

と
が
で
き
、
労
働
意
欲
の
向

上
に
も
つ
な
が
る
」
と
し
、

「
労
働
契
約
書
は
ト
ラ
ブ
ル

を
防
止
す
る
だ
け
で
な
く
医

院
を
活
性
化
さ
せ
る
一
助
と

な
る
」
と
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
雇
用
者
側
が
３
日

早
く
退
職
さ
せ
た
だ
け
で
労

基
署
に
訴
え
ら
れ
た
事
例

や
、
職
員
が
労
働
組
合
に
加

入
し
、
そ
の
労
働
組
合
か
ら

提
示
さ
れ
た
労
働
協
定
に
サ

イ
ン
を
し
、
協
定
を
結
ん
で

し
ま
っ
た
事
例
な
ど
を
あ

げ
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
を
反

映
し
て
思
わ
ぬ
問
題
に
発
展

す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
紹

を
取
り
交
わ
す
時
の
重
要

点
、
労
働
意
欲
を
引
き
出
す

ポ
イ
ン
ト
と
基
本
的
な
法
的

効
力
の
優
先
順
位
を
解
説
し

た
。
優
先
順
位
は
、
法
令
、

次
い
で
労
働
協
約
、
就
業
規

則
、
そ
し
て
労
働
契
約
に
な

り
、
法
令
を
無
視
し
た
労
働

契
約
は
無
効
に
な
る
。

　

パ
ー
ト
職
員
は
雇
用
者
側

に
と
っ
て
都
合
の
い
い
雇
用

形
態
に
思
う
か
も
し
れ
な
い

が
、
労
働
者
保
護
の
関
係
法

令
は
す
べ
て
適
応
さ
れ
、
さ

ら
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法

に
よ
っ
て
労
働
条
件
の
文
書

交
付
も
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
。

用
管
理
』
発
行
記
念
講
習
会

を
開
い
た
。
講
師
は
、
同
誌

の
監
修
に
あ
た
っ
た
桂
好
志

郎
協
会
顧
問
社
労
士
。
46
人

が
参
加
し
、
労
働
条
件
通
知

書
の
作
成
方
法
を
学
ん
だ
。

　

同
氏
は
、

「
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防

ぐ
に
は
職
員

と
労
働
契
約

を
結
び
雇
用

条
件
を
明
文

化
し
て
お
く

こ
と
が
大
切

だ
」
と
し
、

職
員
と
労
働

条
件
通
知
書

成
の
対
象
年
齢
を
中
学
校
卒

業
ま
で
引
き
上
げ
る
、
自
己

負
担
は
設
け
な
い
な
ど
③
窓

口
負
担
の
軽
減
、
良
質
な
治

療
が
で
き
る
診
療
報
酬
の
改

善
、
保
険
の
適
用
範
囲
の
拡

大
な
ど―

―

の
３
項
目
。

　

市
へ
は
、「
市
民
の
願
い

で
あ
る
医
療
・
福
祉
な
ど
、

生
活
支
援
に
重
点
を
置
い
た

市
政
運
営
を
求
め
る
要
望

書
」（
38
項
目
）
を
提
出
し

た
。
要
請
に
は
、
吉
田
裕
志

副
理
事
長
・
松
本
博
理
事
・

宮
本
辰
雄
監
事
と
事
務
局
員

が
参
加
し
た
。

　

協
会
の
大
阪
市
内
４
地
区

（
北
部
・
東
部
・
西
部
・
南

部
）
は
11
月
26
日
、
大
阪
市

議
会
に
陳
情
、
市
に
要
望
書

を
提
出
し
た
。

　

議
会
へ
は
、
①
学
校
保
健

安
全
法
に
も
と
づ
く
医
療
費

助
成
の
適
用
範
囲
を
〝
う

歯
〞
に
限
定
せ
ず
、
学
校
検

診
で
の
実
態
（
歯
肉
炎
等
）

に
合
わ
せ
て
、「
学
校
病
」の

対
象
を
歯
周
疾
患
等
に
も
広

げ
る
②
子
ど
も
の
医
療
費
助

　

「
ト
ラ
ブ
ル
多
発―
院
長

を
守
り
ス
タ
ッ
フ
の
や
る
気

を
支
え
る
雇
用
契
約
書
の
作

り
方
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」
を
テ
ー

マ
に
、経
税
部
は
11
月
23
日
、

『
２
０
１
０
医
院
経
営
と
雇

ト
点
検
の
徹
底
で
１
５
０
０

億
円
の
医
療
費
削
減
」
な
ど

の
方
針
が
あ
る
こ
と
を
強
調

し
た
。
小
澤
氏
は
、
協
会
の

要
請
で
、
指
導
の
患
者
名
簿

経税部

大阪市内
４ 地 区

北河内・
三島地区

税
制
改
悪
の
焦
点
は
医
業

医
療
費
抑
制
策
を
解
説

　（表）大阪市国保の保険証未交付世帯 単位：世帯
通知書送付 交　付 未交付

通常証窓口更新世帯
（11月９日時点） １万2039   9227   2812

短期証予定世帯
（11月９日時点） ５万9397 ２万8645 ３万1092

資格書世帯
（３月31日時点） １万 379

未交付合計 ４万4283
※昨年の短期証未交付世帯数は１万9684

を
４
日
前
15
件
、
前
日
15
件

送
付
に
改
善
さ
せ
た
例
を
挙

げ
、
運
動
へ
の
協
力
を
参
加

者
に
呼
び
か
け
た
。

　

大
阪
市
の
厳
し
い
国
保
行

政
で
加
入
世
帯
49
万
の
う

ち
、
滞
納
世
帯
が
16
万
に
も

上
る
。
短
期
証
予
定
世
帯
５

万
９
千
の
う
ち
３
万
１
０
９

２
世
帯
の
保
険
証
が
窓
口
で

留
め
置
か
れ
、
資
格
証
明
書

世
帯
１
万
超
と
合
わ
せ
て
約

４
万
５
千
世
帯
が
無
保
険
状

態
だ
（
表
）。

　

同
市
は
、
新
方
針
で
国
保

料
を
払
え
な
い
世
帯
と
の

「
接
触
の
機
会
を
増
や
す
」た

め
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

昨
年
か
ら
の
「
分
納
可
能
方

針
（
分
納
は
年
度
内
に
払
い

き
る
も
の
し
か
認
め
な

い
）」
も
あ
り
、
加
入
世
帯

を
か
え
っ
て
市
役
所
か
ら
遠

ざ
け
、「
接
触
の
機
会
」
を

減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

財
産
調
査
６
万
７
千
件

　

大
阪
市
の
な
り
ふ
り
構
わ

な
い
収
納
率
引
き
上
げ
姿
勢

は
、
差
し
押
さ
え
や
財
産
調

査
で
も
明
ら
か
だ
。

　

最
近
で
は
、
生
命
保
険
の

差
し
押
さ
え
予
告
を
出
し
相

談
期
日
を
指
定
し
て
お
き
な

が
ら
、
期
日
前
に
差
し
押
さ

え
を
強
行
す
る
な
ど
異
常
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ま
た
滞
納
者
名
簿
を
無
差

別
に
金
融
機
関
に
送
り
、
６

万
７
０
０
０
件
の
財
産
調
査

と
６
７
０
０
件
の
差
し
押
さ

え
を
実
行
し
て
い
る
。

　

住
民
の
健
康
に
直
結
す
る

国
保
だ
け
に
個
々
の
状
況
を

鑑
み
な
い
行
政
が
ま
か
り
通

れ
ば
、
住
民
の
生
命
が
危
険

に
晒
さ
れ
る
。
ま
さ
に
〝
酷

保
〞
と
呼
ぶ
べ
き
事
態
だ
。

受
診
抑
制
の
懸
念

　

無
保
険
世
帯
の
広
が
り
で

最
も
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
歯

科
受
診
へ
の
影
響
で
あ
る
。

　

協
会
の
訪
問
活
動
で
は
、

会
員
か
ら
「
負
担
金
の
心
配

を
さ
れ
治
療
を
一
部
分
に
止

め
ら
れ
た
方
が
お
ら
れ
る
」

「
痛
い
と
こ
ろ
だ
け
治
す
と

来
な
く
な
っ
た
り
す
る
の
で

医
療
人
と
し
て
は
や
り
き
れ

な
い
」
な
ど
、
治
療
代
が
払

え
ず
に
受
診
抑
制
に
つ
な
が

る
事
例
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
国
保
行

政
が
続
け
ば
更
に
深
刻
な
事

例
が
増
え
る
だ
ろ
う
。

運
動
で
一
部
改
善
も

　

住
吉
区
で
は
、
住
民
の
粘

り
強
い
運
動
に
よ
っ
て
、
滞

納
が
あ
っ
て
も
生
活
実
態
に

よ
っ
て
は
６
割
の
保
険
料
納

付
を
条
件
に
通
常
証
が
発
行

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事

例
を
市
内
全
域
に
広
げ
る
必

要
が
あ
る
。

　

国
保
財
政
が
悪
化
し
た
原

因
は
、
１
９
８
４
年
か
ら
開

始
さ
れ
た
国
庫
負
担
の
大
幅

削
減
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
ま
た
、
90
年
以
降
４
回

に
わ
た
る
老
人
医
療
へ
の
拠

出
金
の
大
幅
ア
ッ
プ
や

97
年
か
ら
の
収
納
率
に

対
す
る
調
整
交
付
金
の

カ
ッ
ト
が
実
施
さ
れ
る

な
ど
、
国
保
会
計
の
悪

化
が
一
気
に
進
行
し

た
。
国
庫
負
担
の
抜
本

的
引
き
上
げ
が
必
要

だ
。

　

国
保
法
第
１
条
は

「
こ
の
法
律
は
、
国
民

健
康
保
険
事
業
の
健
全

な
運
営
を
確
保
し
、
も

つ
て
社
会
保
障
及
び
国

民
保
健
の
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
す

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
国
保

崩
壊
が
加
速
す
る
事
が
予
想

さ
れ
る
。
国
民
の
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
誰
も
が
安
心

で
き
る
国
保
制
度
の
改
善
が

求
め
ら
れ
る
。

る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
国

保
が
社
会
保
障
を
後
退
さ
せ

る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。

　

今
後
、
国
保
広
域
化
よ
る

行
政
の
責
任
の
後
退
と
住
民

へ
の
負
担
押
し
付
け
が
計
画

譲
り
ま
す

歯
科
医
療
機
器

　

チ
ェ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
Ｉ
Ｍ
Ｕ

Ｃ
Ｉ
Ａ
１
型
、
ラ
イ
ト
付
タ

ー
ビ
ン
２
本
、
デ
ン
タ
ル
レ

ン
ト
ゲ
ン
Ｍ
Ａ
Ｘ
Ｆ
１
、
オ

ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ト
ゥ
ー

ル
２
台
。
１
セ
ッ
ト
２
５
０

万
円
で
。
２
セ
ッ
ト
の
場
合

は
４
０
０
万
円
に
て
惜
譲
。

購
入
後
８
年
で
す
が
、
使
用

回
数
少
な
く
新
品
同
様
き
れ

い
で
す
。

【
連
絡
先
】
協
会
新
聞
部

大
阪
市
国
保

４万５千世帯が無保険
短期証1.5倍増　差し押さえ6700件

　

大
阪
市
が
今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
更
新
に
当

た
り
、
新
方
針
を
出
し
た
。
内
容
は
①
09
年
度
分
の
保
険
料

に
「
１
円
で
も
滞
納
」
が
あ
れ
ば
短
期
証
を
窓
口
交
付
②
08

年
度
以
前
の
滞
納
は
通
常
証
を
窓
口
交
付
す
る―

―

と
い
う

も
の
。
こ
の
た
め
、
大
量
の
無
保
険
者
が
発
生
し
て
お
り
、

歯
科
の
受
診
抑
制
が
懸
念
さ
れ
る
事
態
に
な
っ
て
い
る
。


